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2005／06シーズンのインフルエンザ脳症  
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2005JO6シーズンのインフルエンザ脳症発生届例  
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感染症法に基づく感染症発生動向調査より得られた   

2005／06シーズンのインフルエンザ脳症報告例  
5類感染症全数把握疾病（急性脳炎）：2006年第9適時点 

ー2005年第43遇～2006年第9遺に診断されたインフルエンザ脳症  

は、35例  

・男児柑例、女児16例  

・選別で最も多かったのは第3遇  

■インフルエンザウイルスは、全てA型  

・年齢別では13歳の2例（男女各1例）以外は、全て0～了歳  

感染症遺報：l川Rより  
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2006／07シーズンのインフルエンザワクチン  
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わが国におけるインフルエンザワクチン製造棟の決定過程  

・厚生労■省♯よ局の俵掛こ応じて申立感染症研究所（感染研）が検討し、これに基づいて厚生労七省が決定・通達。  
・感染研では、以下の換討に基づいて、いくつかのワクチン候補機を選択する。  

一 会四川カ所の地方衛生研究所と感染研、厚生労■省結横感染症誅を結ぶ感染症発生動向調査事羊により得られた  
流行状況  

一 約8．唖に及ぶ分tウイルスについての抗厨性や遺伝子解析の成頼  
一 感染症先行予測事業による住民の抗体保有状況網圭の戌♯など  

・ さらに、以下の検討に基づいてワクチン製造棟としての適格性を検討する。  
一 発育■卵での増殖効率  
一 抗原的安定性  
一 免疫原性  
－ エーテル処理効果など   

1月下旬から牡回にわたり所内外のインフルエンザ専門家を中心とする検討委員会が醜催され、以下の内容について   
♯討して、次シーズンの流布予測を行う。  
一 節シーズンの威儀  
－ その年のインフルエンザシーズンにおける最新の成績  

・ さらに、以下の内頓について総合的に檎討して、次シーズンのワクチン株を邁定する。  
一 蜘により2月中旬に出される北半球次シーズンに対するワクチン推奨株とその丑定過程  
－ その他の外国における諸情報  

・感染研はこれを厚生労t省欄■局長に報告し、それに基づいて厚生労■省医薬食品局長が決定して5・－6月に公布し  
ている．  

ウイルス幕三揮、蘭のインフルエンザ也カセンター 小田切攣   
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・Itis recommendedthatvaccine＄tO be usedin the   
2006－7sea＄On（northernLlemisFlherewinter）   
COntaint11efollowing：  

・－anA／NewCa［edonia／20／99（HINl）－1ikevirus；   
－anA／Wj＄COnSin／67／2005（H3N2）－1ikevirusa；   
－a8／MalaYSia／2506／2004－1ikevirusb   

・Candidatevaccinevirusesinclude：   
aA／Wisconsin／67／2005（H3N2）and   
Å／Hiroshima／52／2005   
b8／MalaYSia／2506／2004virusand   
8／Ohio／1／2005  
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国立感染症研究所 感染症情報センターの肝  
http：〟jdsc．nih．go．jp／index－j．html  
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